
 

第３章 騒音・振動・悪臭 

１ 自動車騒音測定等結果（令和５年度） 
 

(1) 目的 

騒音規制法第 18 条第１項に基づき、自動車騒音について、面的評価により環境基準の達成状況を

把握する。 

 

(2) 調査内容 

ア 調査方法 

「騒音に係る環境基準について（平成 10 年環境庁告示第 64 号）」、「騒音に係る環境基準の改正

について（平成 10年９月 30日環大企第 257号）」、「騒音規制法第 18条の規定に基づく自動車騒音

の状況の常時監視に係る事務の処理基準について（平成23年９月14日環水大自発110914001号）」、

「騒音に係る環境基準の評価マニュアル（平成 27 年 10 月環境省）」及び「自動車騒音常時監視マ

ニュアル(平成 27年 10月環境省水・大気環境局自動車環境対策課)」に定めるところによる。 

イ 実施機関 

県及び市 

ウ 評価市町村数 

19市 13町村 

エ 評価区間延長等 

 高速自動車
国道 

一般国道 都道府県道 
４車線以上

の市町村道 

その他の
道路 

計 

評価区間延長(km) 152.5 645.2 766.9 7.4 0.8 1,572.8 

評価区間数 124 584 626 5 1 1,340 

住居等戸数※1 2,033 40,443 51,559 1,841 94 95,970※1 

      ※1重複評価区間で重複計上している戸数を含む。 

 

(3) 調査結果 

ア 全体 

データを集計した結果は図－１のとおりで、評価対象となる 92,878 戸のうち、昼間（6 時～22

時）及び夜間（22時～6時）とも基準値以下であったのは 89,782戸（96.7％）、昼間のみ基準値以

下であったのは 1,652戸（1.8％）、夜間のみ基準値以下であったのは 210戸（0.2％）、昼夜間とも

基準値を超過したのは 1,234戸（1.3％）となっている。 

 

図-１ 環境基準達成状況（全体） 

イ 近接・非近接空間別 

近接・非近接空間別の状況は図-２のとおりで、このうち、幹線交通を担う道路に近接する空間の

基準値が適用される地域（近接空間：36,576戸）では、昼夜間とも基準値以下であったのは 34,450

戸（94.2％）、昼間のみ基準値以下であったのは 1,077戸（2.9％）、夜間のみ基準値以下であったの

は 168戸（0.5％）、昼夜間とも基準値を超過したのは 881戸（2.4％）となっている。 
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超過, 1.3%
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一方、幹線交通を担う道路に近接する空間の基準値が適用されない地域（非近接空間 56,302戸）

では、昼夜間とも基準値以下であったのは 55,332戸（98.3％）、昼間のみ基準値以下であったのは

575戸（1.0％）、夜間のみ基準値以下であったのは 42戸（0.1％）、昼夜間とも基準値を超過したの

は 353戸（0.6％）となっている。 

近接空間では、非近接空間に比較して、昼夜ともの環境基準の達成率で 4.1％低くなっている。  

 

 

 

   

ウ 道路種別 

道路の種類別の状況は図-３のとおりで、昼夜間とも基準値以下であったのは、高速自動車国道

に面する地域で 2,033 戸中 1,782 戸（87.7％）、一般国道に面する地域で 40,443 戸中 37,892 戸

（93.7％）、都道府県道に面する地域で 51,559戸中 51,103戸（99.1％）、４車線以上の市町村道に

面する地域で 1,841戸中 1,836戸（99.7％）、その他の道路が 94戸全てとなっている。 
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環境基準

達成状況

（近接空間）

環境基準
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昼夜ともに基準値以下, 98.3%
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昼のみ基準値

以下, 1.0%

夜のみ基準値以下, 

0.5%
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以下, 0.1%

昼夜ともに基準値

超過, 2.4%
昼夜ともに基準値
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図-３ 環境基準達成状況（道路種類別） 

図-２ 環境基準達成状況（近接・非近接空間別） 
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＜(6)及び(7)の説明＞ 

項 目 説 明 

用途地域 １：第一種・第二種低層住居専用地域 

２：第一種・第二種中高層住居専用地域 

３：第一種・第二種住居地域、準住居地域 

４：近隣商業地域・商業地域 

５：準工業地域・工業地域 

６：工業専用地域 

７：地域の区分が定められていない地域 

環境基準類型 AA：療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に静穏を要する 

地域 

A：専ら住居の用に供される地域 

B: 主として住居の用に供される地域 

C：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域 

X：環境基準類型が無い場合 

騒音規制法区域 a: 専ら住居の用に供される区域 

b：主として住居の用に供される区域 

c：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される区域 

x：該当する区域が無い場合 

近接空間 ０：近接空間以外 １：近接空間 

道路種別 １：高速道路       ２：都市高速道路 

３：一般国道       ４：県道（主要地方道を含む） 

５：４車線以上の市町村道 ６：その他の道路 

道路構造 １：平面 ２：高架・橋梁 ３：盛土 ４：堀割 ５：その他 

遮音壁等の有無 ０：なし １：遮音壁のみ設置 ２：環境施設帯のみ設置 

３：遮音壁・環境施設帯を共に設置 

低騒音舗装の有無 ０：なし １：あり 

反射音補正 ０：なし １：あり 

除外音の処理 ０：なし 

１：騒音計のポーズボタン等により現場での除外処理 

２：騒音レベル瞬時値の波形等を確認の上、パソコン等により事後処理 

３：携帯型騒音モニタ等による事後処理 

４：騒音時間区分毎の LA5、Lmax等からの事後処理 

測定機器 １：騒音計本体＋表示部読み取り 

２：騒音計本体＋専用プリンタ出力 

３：騒音計単体＋データ転送（パソコン処理） 

４：騒音計＋レベル処理機＋専用プリンタ出力 

５：騒音計＋レベル処理機＋データ転送（パソコン処理） 

６：騒音計＋レベルレコーダー＋チャート読み取り 

７：騒音計＋レベルレコーダー＋データ転送（パソコン処理） 

８：その他 

測定方法（左欄） １：連続測定 ２：特定時間のみ 

３：単発騒音暴露レベルから等価騒音レベルを測定 
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測定方法（右欄） ○「測定方法（左欄）」で「１」とした場合 

１：騒音レベル瞬時値 ２：騒音レベル１分間値 

３：騒音レベル 10分間値 ４：その他 

○「測定方法（左欄）」で「２」とした場合 

実測時間（分） 

○「測定方法（左欄）」で「３」とした場合 

１車種あたりの観測台数 

実施主体 １：県 ２：市町村 ３：その他 
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２ 北陸新幹線鉄道騒音実態調査結果（令和５年度） 

 

(1) 目 的 

北陸新幹線鉄道により発生する騒音について、「新幹線鉄道騒音に係る環境基準について（昭

和50年７月29日環境庁告示第46号）」（以下「告示」という。）の環境基準の達成状況を把握す

るため、騒音測定を実施した。 

 

(2) 調査機関 

長野県及び北陸新幹線沿線市町 

 

(3) 調査期間 

令和５年４月～令和５年６月 

 

(4) 測定・評価方法 

測定及び評価方法は、告示及び「新幹線鉄道騒音に係る環境基準について（昭和50年10月３日

環大特第100号環境庁大気保全局長通知）」及び「新幹線鉄道騒音測定・評価マニュアル」に基

づいて行った。 

 

(5) 調査結果 

ア 環境基準達成率 

基準値 区分 
達成状況 

測定地点数 達成地点数 達成率 

Ⅰ類型 

70dB 

長野駅以南 11 ５ 45.5% 

長野駅以北 ３ ０  0.0% 

小計 14 ５ 35.7% 

Ⅱ類型 

75dB 

長野駅以南 － － － 

長野駅以北 － － － 

小計 － － － 

合 計 14 ５ 35.7% 

（備考） 

・Ⅰ類型：主として住居の用に供される地域 

・Ⅱ類型：商工業の用に供される地域等Ⅰ以外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域 
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イ 各測定地点における調査結果                                                 
 

区分 測定場所 用途地域 類型 

測定 

側の 

軌道 

 平均※1 

速度 

(km/h) 

 測定※2 

結果 

(dB) 

長
野 

駅 

以 

南 

軽井沢町南原 第１種住居地域 Ⅰ 下り 155 64 

軽井沢町長倉 第１種住居地域 Ⅰ 上り 215 70 

御代田町草越向原 第１種住居地域 Ⅰ 下り 214 68 

佐久市塚原 無指定地域 Ⅰ 下り 213 69 

佐久市塩名田 無指定地域 Ⅰ 上り 229 72 

上田市長瀬 第１種住居地域 Ⅰ 上り 232 72 

上田市踏入 第１種住居地域 Ⅰ 上り 213 72 

上田市上塩尻 無指定地域 Ⅰ 下り 205 74 

千曲市屋代 
第１種低層 

住居専用地域 
Ⅰ 上り 229 71 

長野市篠ノ井二ツ柳昭和 
第１種中高層  

住居専用地域 
Ⅰ 下り 246 71 

長野市安茂里大門 
第１種中高層  

住居専用地域 
Ⅰ 下り 113 65 

長
野
駅
以

北 

長野市大字赤沼 
無指定地域 

(市街化調整区域) 
Ⅰ 下り 255 72 

中野市厚貝 無指定地域 Ⅰ 上り 254 76 

飯山市大字飯山 第１種住居地域 Ⅰ 下り 248 74 
 

※１ 測定した騒音レベルの上位半数の列車の速度を平均した値 
※２ 軌道の中心から25ｍ離れた場所で測定した騒音レベルの上位半数の平均値  

網掛けは環境基準を超過した値 
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３ 騒音に係る環境基準等 

(1) 騒音に係る環境基準（平成 10年９月 30日環境庁告示第 64号） 

地域の類型 

基   準   値 

類型をあてはめる地域 
昼間 

午前６時から 

午後 10時まで 

夜間 

午後 10時から 

午前６時まで 

ＡＡ 50デシベル以下 40デシベル以下 環境基本法（平成５年法律第 91 号）

第 16 条第２項の規定により、市の区

域内の地域については市長が、その

他の区域については県知事が類型ご

とに指定する地域 

Ａ及びＢ 55デシベル以下 45デシベル以下 

Ｃ 60デシベル以下 50デシベル以下 

（注）１ ＡＡを当てはめる地域は、療養施設、社会福祉施設等が集合して設置される地域など特に

静穏を要する地域とする。 

２ Ａを当てはめる地域は、専ら住居の用に供される地域とする。 

３ Ｂを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とする。 

４ Ｃを当てはめる地域は、相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域とする。 

 

ただし、次表に掲げる地域に該当する地域(以下「道路に面する地域」という。）については、

上表によらず次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 

地 域 の 区 分 
基   準   値 

昼  間 夜  間 

Ａ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域 60デシベル以下 55デシベル以下 

Ｂ地域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する地域

及びＣ地域のうち車線を有する道路に面する地域 
65デシベル以下 60デシベル以下 

備考 車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な一定の幅員を有する帯状

の車道部分をいう。 

 

この場合において、幹線交通を担う道路に近接する空間については、上表にかかわらず、特例

として次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 

基     準     値 

昼   間 夜   間 

70デシベル以下 65デシベル以下 

備考 

 個別の住居等において騒音の影響を受けやすい面の窓を主として閉めた生活が営まれていると

認められるときは、屋内へ透過する騒音に係る環境基準（昼間にあっては 45 デシベル以下、夜間

にあっては 40デシベル以下）によることができる。 

１ 「幹線交通を担う道路」とは、道路法第３条の規定による高速自動車道、一般国道、県道及び

市町村道（市町村道にあっては４車線以上の区間に限る。）をいう。 
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２ 「幹線交通を担う道路に近接する空間」とは、次の車線数の区分に応じて道路端からの距離に

よりその範囲を特定する。 

(1) ２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路  15メートル 

(2) ２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 20メートル 

 

(2) 新幹線鉄道騒音に係る環境基準（昭和 50年７月 29日環境庁告示第 46号） 

地域の類型 基 準 値 該  当  地  域 

Ⅰ 70デシベル以下 環境基本法（平成５年法律第 91号）第 16 条第２項の規定

により県知事が類型ごとに指定する地域 Ⅱ 75デシベル以下 

（注）１ Ⅰを当てはめる地域は、主として住居の用に供される地域とし、Ⅱを当てはめる地域は商

工業の用に供される地域等Ⅰ以外の地域であって通常の生活を保全する必要がある地域と

する。 

２ 測定は、新幹線鉄道の上り及び下りの列車合わせて、原則として連続して通過する 20 本

の列車について、当該通過列車ごとの騒音のピークレベルを読みとって行うものとする。 

３ 評価は上記２のピークレベルのうち、レベルの大きさが上位半数のものをパワー平均して

行うものとする。 

４ 本環境基準は午前６時から午後 12時までの間の新幹線鉄道騒音に適用するものとする。 

 

(3) 騒音規制法第 17 条第１項の規定に基づく指定地域内における自動車騒音の限度を定める総理

府令（平成 12年３月２日総理府令第 15号） 

地 域 の 区 分 
基   準   値 

昼  間 夜  間 

ａ区域及びｂ区域のうち１車線を有する道路に面する区域 65デシベル 55デシベル 

ａ区域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する区域 70デシベル 65デシベル 

ｂ区域のうち２車線以上の車線を有する道路に面する区域

及びｃ区域のうち車線を有する道路に面する区域 
75デシベル 70デシベル 

   

この場合において、幹線交通を担う道路に近接する区域については、上表にかかわらず、特例

として次表の基準値の欄に掲げるとおりとする。 

基     準     値 

昼   間 夜   間 

75デシベル以下 70デシベル以下 

１ 「幹線交通を担う道路」とは、道路法第３条の規定による高速自動車道、一般国道、県道及び

市町村道（市町村道にあっては４車線以上の区間に限る。）をいう。 

２ 「幹線交通を担う道路に近接する区域」とは、次の車線数の区分に応じて道路端からの距離に

よりその範囲を特定する。 

(1) ２車線以下の車線を有する幹線交通を担う道路  15メートル 

(2) ２車線を超える車線を有する幹線交通を担う道路 20メートル 

204



 

４ 騒音・振動・悪臭規制等地域指定状況   
 

                                                                                                                                                                                      

市町村名 

騒 音 

環 境 

基 準 

新幹線 

環 境 

基 準 

騒 音 

規制法 

振 動 

規制法 

悪 臭 

防止法 

深 夜 

営 業 

騒 音 

 

市町村名 

騒 音 

環 境 

基 準 

新幹線 

環 境 

基 準 

騒 音 

規制法 

振 動 

規制法 

悪 臭 

防止法 

深 夜 

営 業 

騒 音 

 

 

長 野 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  (木曽郡)       

松 本 市 ○  ○ ○ ○ ○  木 曽 町      ○ 

上 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  上 松 町      ○ 

岡 谷 市 ○  ○ ○ ○ ○  大 桑 村      ○  

飯 田 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  (東筑摩郡)       

諏 訪 市 ○  ○ ○ ○ ○  麻 績 村 ○  ○   ○ 

須 坂 市 ○  ○ ○ ○ ○  筑 北 村 ○  ○   ○ 

小 諸 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  (北安曇郡)       

伊 那 市 ○  ○ ○ ○ ○  松 川 村      ○ 

駒ヶ根市 ○  ○ ○ ○ ○  白 馬 村      ○ 

中 野 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  小 谷 村      ○ 

大 町 市 ○  ○ ○ ○ ○  (埴科郡 )       

飯 山 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  坂 城 町   ○  ○ ○ 

茅 野 市 ○  ○ ○ ○ ○  (上高井郡)       

塩 尻 市 ○  ○ ○ ○ ○  小布施町 ○ ○ ○ ○  ○ 

佐 久 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  高 山 村      ○ 

千 曲 市 ○ ○ ○ ○ ○ ○  (下高井郡)       

東 御 市 ○ ○ ○  ○ ○  山ノ内町   ○   ○ 

安曇野市 ○  ○  ○ ○  (上水内郡)       

(南佐久郡)        信 濃 町 ○     ○ 

小 海 町      ○  飯 綱 町      ○ 

佐久穂町      ○  (下水内郡)       

川 上 村      ○  栄 村      ○ 

(北佐久郡)               

軽井沢町 ○ ○    ○  市 19 9 19 17 19 19 

御代田町  ○    ○         

立 科 町      ○         

(諏訪郡 )        町 6 3 5 3 3 17 

下諏訪町 ○  ○ ○ ○ ○         

富士見町 ○     ○         

原 村      ○  村 2 2 2   12 

(上伊那郡)               

辰 野 町 ○  ○ ○ ○ ○         

箕 輪 町      ○  合 計 27 14 26 20 22 48 

南箕輪村      ○         

(下伊那郡)          （令和６年９月 30 日現在） 

喬 木 村  ○             

豊 丘 村  ○             

松 川 村 

泰 阜 村 
     

○ 

○ 
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